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トピックス 

 2022年６月15日、アジア防災センター（ADRC）は、2022年度ADRCオンラ

イン津波セミナーを開催しました。本セミナーに登壇した専門家は、津波

に対する理解を深めるとともに、実践的な対策を強化するための知見を提

供しました。 

 

 

 まず、テク・アルビシャーリ氏（インドネシア シャクアラ大学津波防

災研究所 部長、同災害学大学院 教授）は、津波リスクを従来の災害リス

クの視点から捉えるのでなく、連続的・体系的な視点で捉えていくことの

重要性について紹介しました。次に、ソムヌーク・スワトゥク氏（タイ内

務省防災局 国家災害警報センター 災害警報専門官）は、津波に対する早

期警戒システムが、避難対策や災害対応・復旧活動の管理にいかに役立つ

かについて示しました。そして、荒木田勝氏（ADRC研究部長）は、災害の

影響を評価する上で、衛星画像の有効性（災害前後の写真の分析など）に

ついて紹介しました。最後に、ADRCの中川雅章所長は、「将来、津波災害

の影響を軽減するためには、津波リスクについてもっと学び、情報や経験

を共有し続けるとともに、津波対策の知識や技術を忘れないように次の世

代に伝えていく必要がある」と述べました。 

 ジェラルド・ポトゥタン氏（ADRC主任研究員）の司会のもと、25カ国か

ら279名の参加者が集まり、セミナーが開催されました。参加者からは、

津波リスクや実践的な対策、最新の衛星技術について理解を深めることが

できたとの評価をいただきました。 

 詳細はこちらのサイト 

（https://www.adrc.asia/acdr/2022tsunami.php）をご覧ください。 
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セミナーのスピーカー（左上から時計回り）：アルビシャーリ氏、 スワトゥク氏、 

荒木田氏、ポトゥタン氏、中川氏 
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 ADRCは、2022年５月23日から28日までインドネシアのバリ島で開催された第７回防災グローバ

ルプラットフォームに参加しました。数あるイベントの中で、ADRCが参加したのは以下の通りで

す。 

 １) マルチハザード早期警報会議（2022年５月23-24日）では、影響ベースの予測、予測ベース

の融資、早期警報早期行動、予測行動、早期警報の有効性に関する新しい動向について学びまし

た。 

 ２) 世界復興会議（2022年５月23-24日）は、環境に優しく、レジリエントな未来への道と、パ

ンデミック後の世界のための復興モデルについて示してくれました。 

 ３）仙台防災枠組の中間レビュー（2022年５月26-27日）では、進捗のあった分野である資金調

達とガバナンス（全体会合１）、マルチハザードとシステマティックリスク（全体会合２）、運

用環境（全体会合３）の分野における実施状況の洞察について得ることができました。 

 また、本会合のほか、アジア開発銀行（ADB）、ASEAN事務局、タイ防災局、フィリピン民間防

衛室、フィジー、カンボジアの関係者との個別会談を行いました。 

 

 ADRCの中川所長は、アジア太平洋地域における越境リスクに対応するため、地域間パートナー

シップの強化に取り組むことを表明しました。その中でADRCが現在取り組んでいるGLIDEと、国境

を越えた災害への備え、対応、復旧を強化するための宇宙技術（センチネル・アジアや準天頂衛

星システムなど）の２つの取り組みについて紹介しました。このステイトメントは、共同議長サ

マリーであるバリ・アジェンダで言及された課題の１つである「効果的な災害リスク管理は、縦

割りされ、限定されたセクター間や国境を越えたアプローチによりしばしば妨げられている」に

対応することを意図したものです。ステイトメントの詳細は以下をご覧ください 

（https://bit.ly/3tHvFuQ）。  
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